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Abstract
This paper will show that one of the decisive factors in the rise of Ridwan Kamil as the mayor of
Bandung is the sociocultural context of the city. The daily cultural practices of urban apolitical
“ordinary” young people have been historically developed into or conceptualized as “creative”
(kreatif). The term “kreatif” itself is ambiguous and could include anything new and different.
Ridwan Kamil, as a political outsider with no strong political base, has shrewdly and successfully
exploited the ambiguous concept of kreatif to increase his popularity among the urban citizens in
Bandung.
Bandung has been described as a thriving cosmopolitan city during the colonial period. Urban
young people in the city were depoliticized but able to enjoy Western popular culture under the
Suharto regime. Especially since 1990, they have built independent music and clothing labels to
develop the local indie scene. Ridwan Kamil, as an architect, has supported creative industries,
including fashion and music. He has successfully changed the mindset of citizens to become the
mayor of Bandung through creative festivals.
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I 問 題 意 識




























カミル (以下，リドワン) (写真 1) が






















一定の説得力を持つからだ。代表例は，「寡頭制支配 (オリガーキー) 論」であろう [Robison




































































世紀後半以降，本格的にバンドンの都市インフラの整備を進め，1906 年 4 月 1日，バンドン
を県と行政上同格の「バンドン市」に制定した｡1)
植民地時代の名残としてコロニアル建築が今でも市内に現存している。山々に囲まれた高原
地帯にあり，快適に過ごせる住環境でもあったことから「ジャワのパリ (Paris van Java)」や，
「花の街 (Kota Kembang)」とも呼ばれ，多くの外国人が避暑地として居住していた。20世紀
前半のバンドンにおいて，オランダ人などヨーロッパ人2)と華人の比率が他の地域と比して高
かった点は，同市のコスモポリタン的性格をよく表している [遠藤 1942: 113]。例えば同市に
おけるヨーロッパ人の人口比 (1930 年) は 11.8%とバタヴィアの 6.6%を大きく上回っていた
1 ) バンドンの社会文化史については村井 [1983] を参照。
2 ) この時代のオランダ (人) は，インドネシア語のブランダ (Belanda) がオランダだけでなくヨー




[後藤 1990: 145]。人口の約 12.3% (1939 年) がヨーロッパ人というのは全インドネシアで最
も高い人口比であり，居住面積の半分以上 (52%) をヨーロッパ人が占めるようになった [村

























3 ) 同校は 2015 年，2016 年と 2年連続国内国立大学ランク 1位を誇る名門校である。
4 ) 60 年代の政権転換期における西洋音楽をめぐる規制と緩和に関しては田子内 [2012: 116-120, 137-
138] を参照。
5 ) “Aktuil” は「最新の・流行の・トレンドの」といった意味。60 年代にインドネシア国内に流通し
ていたオランダ語のポピュラー音楽雑誌『アクトゥエール (Actueel)』を模倣した背景がある。
6 )『アクトゥイル』に関しては，竹下 [2011] に多く依拠している。



















発行部数はわずか数年で 1万部を超えた [竹下 2011: 29-31]｡8)
発行部数の拡大とともに読者の投書や投稿が急増し，『アクトゥイル』は次第に情報の「受
け手」である読者自身をテーマ化した話題作りを始めた。このような背景から，69 年 9 月，





の流通エリアが拡大していき，70 年代初頭には 10万部を超え [infobdg.com 2016/7/20]，72
年末から 74 年にかけて，例年国内最大の発行部数を誇ってきた『テンポ』誌を上回る 12万
6,000部という異例の発行部数を記録した [竹下 2011: 37-40]。




に大いに負っている [竹下 2011: 31]。
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ンやジャカルタなど大都市の若者たちの間に受容され流行していった [村井 1978: 77, 175-




発政策の展開のもと，産業化のプロセスを経て次第に終わりを迎える。75 年から 77 年を境と
して，『アクトゥイル』黄金時代を支えていたベテランスタッフの面々が，報酬面での不満な
どを理由に次々とこの雑誌から離脱し始めた。75 年まで 10万部を下ることのなかった発行部
数は 76 年以降急速に下降線をýり，77 年には 3万部前後に落ち込んだ [竹下 2011: 104-105]。
II-3 非政治化―― 70年代末〜80年代後半
バンドンは，『アクトゥイル』現象の火付け役であると同時に，学生運動の震源地的役割を
果たしてきた。しかし，竹下 [2011] によると，70 年代の『アクトゥイル』現象は，同時期
の学生運動の台頭とは一線を画す脱政治的なものであった。60 年代後半から 70 年代，学園都
市バンドンは学生運動の拠点となった。当時，バンドン工科大学を中心とした学生運動が大規
模に展開されており，若者世代は国軍の二重機能などに対して異議を唱えていた。とりわけ，
77 年末から 78 年初頭の学生決起はバンドンを中心にして展開され，78 年にはスハルト大統領


























義に裏打ちされたものであった [土佐 1989: 99-102; 白石 1992: 103-105]。しかし，80 年代末
になると教育の拡大によって，高校生はもちろん，大学生ももはやエリートではなくなった
[白石 1992: 103-110]。60 年代後半には小学校就学率 50%以下，高校就学率にいたっては 10%
以下であったものが，1987 年には小学校就学率 97%，高校就学率は 47%にまで上昇した [同
上書：219]｡11)











9 ) インドネシアの国是となっている建国 5原則 (①唯一神への信仰，②公平で文化的な人道主義，③
インドネシアの統一，④協議と代議制において英知によって導かれる民主主義，⑤インドネシア全
人民に対する社会正義)。
10) 1972 年の時点で，大学などで高等教育を受けている 20歳から 24歳までの学生の数は 30万人ほど








80 年代後半から 90 年代にかけて，ポピュラー・カルチャーの舞台において世代交代が起き
た。そしてこの新しい世代の登場は，アウトサイダー，リドワンの台頭に影響を与えた。90
年代の若者世代は，それから 20 年前の『アクトゥイル』現象のさなかに「若者」と呼ばれて










12) DIY とは「自分でやる (do it yourself)」の略語である。専門業者ではない人が自身で何かを作った
り，修繕したりすること。日本では日曜大工を意味するが，ヨーロッパではモノを買わないで自分
たちでなるべく何でも作る運動を指す。ウォラチはインドネシアの文脈におけるDIY を「(欧米か
ら) 輸入されたアンダーグラウンドのイデオロギー」であると述べている [Wallach 2008: 37, 253]。
































































































































































































トボードを始めた。80 年代後半から 90 年代前半
にかけて，『スラッシャー』の影響でスケート
13) アンダーグラウンドとは (物理的な)「地下の」を意味するのではなく，「前衛的」といった意味。
インドネシアの文脈におけるアンダーグラウンド音楽 (musik underground) は，パンクやハード
コア，メタルなどの比較的過激なサウンドを基調とする音楽ジャンルを指す傾向がある[Wallach
2008: 36]。
14) 1981 年 1 月にサンフランシスコで創刊。
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動も始め，1994 年に小さな音楽スタジオ，Reverse を設立した｡15) まずリチャードの実家の
ガレージをスタジオに転用した。彼らはここを拠点にスケートボーディング兼アンダーグラウ
ンド音楽コミュニティをつくって遊んでいた。そこで彼らは海外のアンダーグラウンド音楽の










しようと考え，Unkl347 を立ち上げた [Rizky 2014: 82-87]。以来，Unkl347 は，毎月 200枚
以上の，しかもすべて異なるデザインの T シャツを生産し続けてきた [Jakarta Post 2008/
3/17a]。後述するように，2000 年代初頭の Unkl347 の成功に触発され，多くの若者が自分た
ちのディストロを立ち上げた。
ディストロの先駆である Reverse と Unkl347 には 3 つの共通点がある。第一に，ディスト
ロの担い手となった若者たちは，スケートボードや，サーフィン，アンダーグラウンド音楽な
どの西洋文化にどっぷりと浸かっていた。第二に，彼らはそのような趣味を持つ者同士でコ
15) ヘルフィ，デクストとのインタビュー (2015 年 9 月 8日)，Iskandar [2006]，Sakrie [2015] より。
16) インディーズ (indie) とはインディペンデント (independent) から派生した呼称。大手の製作会








的文化実践は「DIY精神」に基づいたものであった｡17) 一般に，DIY精神は 70 年代後半から
の欧米のパンク・ムーブメントのスローガンとして知られる。彼らはパンクなどアンダーグラ










1998 年にはバンドンにあるディストロは 7店舗だった。しかし，2006 年以降，バンドンだ
けで 200 から 300店舗のディストロが展開し，2011 年には 500店舗以上にまで拡大した。さ
らにバンドンを越えて，ジャカルタ，ジョグジャカルタ，マラン，スマラン，スラバヤ，バリ，
マカッサル，メダン，ランプンなど他の主要都市にも拡大し，インドネシア全土に展開して
いった。その結果，ディストロは 2015 年には，インドネシア全土で 700店舗を超え，一時期










17) ヘルフィ，デクストとのインタビュー (2015 年 9 月 8日)，Luvaas [2012] より。
18) 数字は Uttu [2006]，Jakarta Post [2008/3/17a; 2012/3/3]，日本貿易振興機構 [2012]，Tempo




のが Unkl347 であった[Rizky 2014]。Unkl347 の高品質なデザイン Tシャツを着ていること




が伝説的存在として，Unkl347 がカリスマ的存在として語りつがれ，両者の DIY 的実践が拡
大していった。結果，Unkl347 は現在のディストロ現象にインドネシアで最も影響を与えたブ
ランドとなった [Jakarta Globe 2009/7/22]。
第二に，アジア通貨危機がローカルな (地元の) インディーズ・バンドやローカルなイン







にバンドンの初期インディーズ・レーベル「ファストフォワード (Fast Forward Records，通
称 FFWD Records，以下 FFWD)」を設立した。FFWD は，現在のインドネシアのイン
ディーズ・シーンを支えることになる数々の著名なインディーズ・バンドを輩出してきた。な
かでも，ポップバンドMocca の商業的成功はインドネシアのインディーズ・シーンに衝撃を
走らせた。Mocca の楽曲「Me and My Boyfriend」(2002 年) のビデオ・クリップが 2003 年
インドネシア音楽MTV賞 (Penghargaan MTV Indonesia) の最優秀ビデオ賞に選ばれた。さ
らに同曲が収録されているデビュー・アルバム『My Diary』(2002 年) は，インディーズ・バ




19) ブランドによるが，2008 年時点でTシャツ一枚 70,000 ルピア (約 700円) から 85,000 ルピア (約
850円) といわれる [Jakarta Post 2008/3/17a]。
20) 事例としては，ジャカルタの北テベット [Jakarta Post 2008/3/17a; Jakarta Globe 2009/7/22]，ジョ
グジャカルタ [Luvaas 2012: 63-83]，ソロ [Safaʼat and Muttaqien 2015: 111-115] が参考になる。
21) The Sigit のボーカル，レクティとのインタビュー (2015 年 3 月 13日)。











板やジン (zine，小冊子) にライブ告知を掲載する｡22) 加えて，ディストロの多くは音楽プロ


















70 年代の『アクトゥイル』の脱政治性については第Ⅱ章で述べた。それは 90 年代以降の
「ディストロ現象」においてもほとんど同様のことがいえる。学生運動は 80 年代後半から盛り
返し，98 年のスハルト体制崩壊に一定の役割を担った。大学の多いバンドンでも「レフォル





























ワン率いる「バンドン創造都市フォーラム (Bandung Creative City Forum)」，通称 BCCFで
あった。








ては存在していなかった。しかし，2000 年代半ば以降，創造産業 (industri kreatif) や創造経









ルの助言のもと，創造産業の振興策を打ち出した｡25) 2008 年 3 月には，アジア最大級の音楽
イベント，「ジャワ・ジャズ・フェスティバル」にて，マリ商業相は，「創造産業を発展させる
ためには，人々がより積極的に創造産業に関わり，インドネシア経済の推進体とならなければ


























る英イ間協力・発展の覚書を正式に交わした [British Council Indonesia 2012/11/6]。ジョコ・
ウィドド大統領 (以下ジョコウィ) も，2014 年大統領選挙キャンペーンで創造産業の支援を
公約の一つに掲げるなど，インドネシア経済にとっての創造産業の重要性を強調してきた。
ジョコウィは 2015 年 1 月 26日，観光創造経済省を発展解消するかたちで，新たに創造経済庁
(Bekraf: Badan Ekonomi Kreatif) を設立した｡26) ジョコウィは「技術と文化に基づいた創造
産業はインドネシアの未来を担う」「創造経済庁に予算面での十分な支援を行うつもりだ」と
述べ，その潜在的経済成長に期待を示してきた [Jakarta Post 2015/8/5]。創造経済庁副長官も
「長期的にみれば，インドネシアの競争力は天然資源ではなく，人々の創造性にある」「人々が
より創造的になればなるほど，インドネシア経済はより強固なものになるだろう」と強気の姿
勢を誇示した [Jakarta Post 2015/8/3]。
もっとも，創造産業政策の中身の具体性の欠如を経済学的観点から問題視する向きもある
[佐藤 2011: 225]。たしかに同産業の「潜在的」成長可能性ばかりが声高に叫ばれたとの見方
もできる。とはいえ，中央統計局 (BPS: Badan Pusat Statistik) によると 2010 年から 2013 年
の間における創造産業の GDPに占める比率は 7.8%とされ，その経済規模は必ずしも小さく






















(trend setter)』として有名だ」と指摘した [Bisnis Indonesia 2015/10/10]。とりわけファッ
ション産業は創造産業の発展を下支えしている。2008 年までの商業省のデータ (国レベルの
創造産業における部門別の統計) によると，創造産業に関連する企業全 250万社のうち 130万










の潜在的特徴を備えていたことがわかる [Soemardi and Radjawali 2004; Aritenang 2013;
Achwan 2013]。この潜在性に目を付けたのがブリティッシュ・カウンシルと 2013 年にバンド
ン市長となるリドワンであった。
ブリティッシュ・カウンシルは，「台頭するリーダー：国際若手クリエイティブ起業家
(IYCE: International Young Creative Entrepreneur) 育成プログラム」の一環として，2005 年
から「国際若手デザイン起業家賞 (IYDEY: International Young Design Entrepreneur of the
Year)」を世界のアーティストやデザイナーに授与していた。建築家リドワンは様々な創造的
デザインの建築物が評価され，2006 年に同賞を受賞した。続いて翌 2007 年には，またしてもバ
















年に「バンドン創造都市フォーラム」，通称 BCCF を設立した。2011 年 12 月にはチャンネ
ル・アジア・ニュース (Channel Asia News) によって，バンドンはアジアで最も創造的な都











[Florida 2002] を読んで影響された｡29) この期間，リドワン不在のバンドンではディストロ現
28) バンドンをアジアの創造都市のパイロット・プロジェクトとしたブリティッシュ・カウンシルの役
割と両者の政策ネットワークの構築過程に関しては Cohen [2015] を参照。
29) リドワンの著書にはフロリダが頻繁に引用されている [Ridwan 2015]。ツイッターでもフロリダの
創造都市論を引いて，「才能，寛容性，技術は創造都市の鍵である」とツイートしている [Ridwan
2014: 336]。
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写真 5 BCCFのトレードマーク“bdg”(左) と「バン
ドン，出現する創造都市」(右) が記されたモ
ニュメント
出所：ダゴ地区にて筆者撮影 (2015 年 3 月 16日)
象が発展していた。リドワンは海外での経験を通じて，バンドンの外からバンドンの創造性を
「発見」し，地元に戻った。2004 年にはバンドンで建築会社「ウルバン (Urbane)」を 3 人の
仲間とともに設立した。ウルバンは，同社が設計する創造的な建築物が国内外で評価され，
数々の賞を受賞した｡30) リドワンは 2006 年に「国際若手デザイン起業家賞」を受賞し，後述
するように 2006 年にはイギリスでの滞在を通して「創造都市バンドン」の潜在的可能性を見





ン・ラヤット (Pikiran Rakyat)』から「若き創造的リーダー賞 (Pikiran Rakyat Award for












































功する」「創造性こそが成功の鍵である」という気づきを得た [Jakarta Post 2008/12/19]。
2007 年のブリティッシュ・カウンシルによる創造都市認定をもって，リドワンは「創造都市










































































32) 原著には創造経済 (ekonomi kreatif) と書かれているが，リドワン自身が創造産業と創造経済を区
別なく使用しているためここでは創造産業と記した [Ridwan 2015: 162-163]。
33) KICK初代会長となったのは，バンドンのディストロ「Airplane」のオーナーのフィキ・サタリ。
リドワンが 2013 年市長選出馬を機に BCCF会長の座を降りたのち，2 代目会長となった人物であ
る。



















第二に，KICKFest は，2006 年，2007 年のバンドンでの開催とその成功34)を皮切りに次第
にその活動領域を拡大し，2008 年以降インドネシアの 4 つの主要都市 (ジャカルタ，ジョグ










トロが展開していた都市である。このようにして，70 年代のアクトゥイル現象や 90 年代の
ディストロ現象以来続く，「バンドン発インドネシア全土へ」といった拡大現象が 2000 年代に
34) 3日間で 30万人が来場したともいわれる [Kompas 2008/7/30]。
金：「創造都市」の創造
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[Luvaas 2009: 247]。Unkl347 で販売されるリュックサック，キャップ，Tシャツなど含めた
すべての商品には，わざわざ，「これは中国産ではない，インドネシア産だ (This is not made
in China, made in Indonesia)」という品質表示タグが必ずこれ見よがしにつけられている。
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した。70 年代や 90 年代の中間層に属する若者のDIY 的文化実践は，水平的拡大だけでなく垂
直的拡大をももたらした。つまり，「創造性」という包括的言説は地域横断的であると同時に貧
困層をも包摂する言説となった。それはアウトサイダー，リドワン市長の誕生に寄与した。その
事例が以下で考察する「カンプン・クレアティフ運動 (Gerakan Kampung Kreatif)」である｡35)
都市化によって住環境の悪化が進むバンドンでは，都市再開発が急速に進められてきた。と
りわけバンドン工科大学周辺の商業地区ダゴを中心にカフェやレストラン，ホテルなどが乱立
した。一方でダゴ周辺の露天商やカンプン (kampung: 村や集落) が移転させられた。ダゴ中

































アティフへの道のり (Road to Kampung
Kreatif 2012)」。キャッチコピーとして
「クリエイティブたれ，社会を変えるた













体への普及・拡大を試みた。BCCFは，同年 9 月 20日
から 22日にかけて，「ヘラルフェスト (Helarfest 2012):
タマンサリ・カンプン・フェスティバル (Festival
Kampung Tamansari)」を開催した。「Helarfest｣36) (ヘ
ラルフェスト) とは 2008 年から BCCFが主体となってほぼ毎年バンドンで開催している，別
名「クリエイティブ・フェスティバル」である。KICKFest同様，様々なクリエイティブ・コ
ミュニティを集め，創造産業や創造的活動を支援することを目的としている。とりわけ 2012
年 7 月から 10 月にかけて開催されたHelarfest 2012 (写真 10) は，リドワンが BCCFの会長
36) スンダ語の helar は「祭り」という意味。
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写真 9 Pikiran Rakyat (2012/6/28) 紙面
出所：BCCF公式ウェブサイト
写真 10 Helarfest 2012ポスター
出所：BCCF公式ウェブサイト
として自身の「改革」を翌年の市長選挙にむけてアピールする最後の機会であった。BCCFは
Helarfest を通じて毎回数多くのプログラムを実施してきたが (例えば 2010 年は 67 のプログ












よってカンプン・ダゴポジョックは立ち退きを免れることができた [ANTARA News 2015/8/
3]。音楽やディストロなど創造産業の担い手となる中間層に限定されかねない「創造性」が貧
困層をも包摂し，同言説がより多くの市民に拡大解釈されていった。
カンプン・クレアティフ運動にみられる「創造性」言説の拡大は，翌 2013 年 6 月のバンド
ン市長選挙におけるリドワン勝利にも貢献したと考えられる。現に，リドワンは市内の 30 す
べての郡 (kecamatan) で最大得票率であった。各郡で得票数 2位の候補者に圧倒的な差をつ
けて勝利した [KPU Kota Bandung 2013b]。バンドン北部の中間層が居住する選挙区だけでな
く，郊外や南部の貧困層が居住する選挙区でも大勝したのである。少なくとも，リドワンがバ
ンドンの中間層だけでなく貧困層からも支持されたのは事実である。2013 年 9 月にバンドン
市長に就任したリドワンは，5 年間で 30 の「カンプン・クレアティフ」をつくることを宣言
し，「カンプン・クレアティフ運動」は市内の他のカンプンでも模倣され拡大した [Rahmany
and Djajadiningrat 2014: 601]。
もちろん，このような「創造性」を駆使する改革手法は，インサイダーたる地方高級官僚に

































2008 年市長選で再選を果たしたダダが 60%の得票率であったのに対し，2013 年市長選でのリドワ
ンの得票率は 45%であった。しかし，2008 年選挙はたった 3 人しか候補者が存在せず，リドワン
のような代替的選択肢が存在しなかった。対して，2013 年選挙の候補者は 8人と前回に比べて 5人
も増加しており，候補者一人当たりの得票率は相対的に低下した。にもかかわらず，多くの浮動票
は分散せずにリドワンに集中的に流れていた [KPU Kota Bandung 2013a]。このような文脈を考慮
すれば，リドワンの 45%は必ずしも消極的支持とは言えない。


















リーダー，あるいはアウトサイダーとして，第 2，第 3 のリドワンが台頭する可能性は十分あ
る。その時はまず，その地域の文脈を理解するために，一見政治とは無関係なライフスタイル
やポピュラー・カルチャーをも視野に入れた分析がなされる必要があるだろう。
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